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町
長
就
任（
３
期
目
）の
あ
い
さ
つ

　

渓
流
に
若
鮎
の
銀
鱗
が
き
ら
め
く
頃

と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に
は
健

や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
各

方
面
の
方
々
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と

ご
厚
情
を
賜
り
、
東
栄
町
長
と
し
て
３

期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
そ
の
責

任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
８
年
前
の
町
長
就
任
時
か
ら
の
町

の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
医
療
問
題
に

取
り
組
み
、
そ
の
結
果
２
度
の
直
接
請

求
な
ど
に
よ
り
、
町
の
混
乱
は
避
け
ら

れ
ず
残
念
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

議
会
は
じ
め
町
民
の
皆
様
の
判
断
に
よ

り
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
が
連
携

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
担
う

拠
点
と
し
て
の
複
合
施
設
「
東
栄
ひ
だ

ま
り
プ
ラ
ザ
」
と
し
て
形
を
つ
く
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
は
「
３
期
目
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
、
３
期
目
だ
か
ら
や

ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
へ
の
挑
戦
で

す
。

「
よ
り
よ
い
東
栄
町
を
次
の
世
代
に
つ

な
ぎ
た
い
」
こ
の
想
い
で
、
町
民
の
皆

様
と
心
を
一
つ
に
し
て
、
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
ま
で
と
同
様
に
「
公
平

公
正
な
行
政
」「
住
民
視
線
に
立
っ
た
開

か
れ
た
行
政
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

８
年
前
の
初
心
に
戻
り
、
心
新
た
に
町

の
将
来
を
見
据
え
、
就
任
時
の
２
０
１

６
年
に
策
定
し
た
第
６
次
東
栄
町
総
合

計
画
（
10
年
間
）
の
最
終
年
度
ま
で
責

任
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
私
の

責
務
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
栄
町
を
次
の
世
代
に
つ
な

ぐ
の
は
、
い
ま
生
き
る
私
た
ち
の
責
務

で
も
あ
り
ま
す
。
町
の
人
口
も
３
千
人

を
切
り
今
後
も
減
少
し
、
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
町
の
施
策

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
徹
底
や
公

共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し
な
ど
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

総
論
賛
成
、
各
論
反
対
で
終
わ
ら
せ
ず

に
、
個
人
や
地
域
の
利
害
関
係
を
超
え

た
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
住
民
が

と
も
に
手
を
た
ず
さ
え
て
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

町
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目

指
し
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
や
立
場
の

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
な
町
の
混

乱
は
避
け
、
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
町
の

実
現
に
向
け
、
前
に
進
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
東
栄
町
の
た
め
に
、

信
頼
を
責
任
に
変
え
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
栄
町
長
　
村
上 

孝
治

む
ら
か
み

た
か

じ

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

今
月
の
特
集
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議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
加
藤
　
彰
男

副
議
長
　
村
本
　
敏
美

常
任
委
員
会

委
員
長
　
岡
田
　
浩
二

副
委
員
長
　
浅
尾
も
と
子

委
　
員
　
村
本
　
敏
美

委
　
員
　
伊
藤
真
千
子

委
　
員
　
西
谷
　
賢
治

委
　
員
　
櫻
井
　
孝
憲

委
　
員
　
佐
々
木
一
也

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
伊
藤
真
千
子

副
委
員
長
　
櫻
井
　
孝
憲

委
　
員
　
村
本
　
敏
美

委
　
員
　
浅
尾
も
と
子

委
　
員
　
岡
田
　
浩
二

議
会
報
編
集
委
員
会

委
員
長
　
佐
々
木
一
也

副
委
員
長
　
西
谷
　
賢
治

委
　
員
　
岡
田
　
浩
二

委
　
員
　
櫻
井
　
孝
憲

（
敬
称
略
）

議
会
の
役
割
と
責
任

議
会
の
新
体
制

東
栄
町
議
会
議
長
　
加
藤 

彰
男

　

４
月
23
日
に
「
新
し
い
期
待

の
一
票
」「
地
域
を
考
え
る
一
票
」

な
ど
、
主
権
者
で
あ
る
町
民
の

皆
様
の
「
期
待
」
と
「
思
い
」

が
託
さ
れ
た
一
票
が
投
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

私
た
ち
町
議
会
は
、
法
の
も

と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
役
割
や
機
能
も
法
で
定
め
ら

れ
、「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
」
が
自
治
体
の
役
割
で

す
。
こ
れ
は
「
住
民
の
幸
せ
を

よ
り
広
げ
て
い
く
」
責
任
と
も

言
え
ま
す
。

　

私
た
ち
議
会
議
員
も
こ
の
責

任
を
負
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
町
の
福
祉
・
医
療
・
教

育
・
子
育
て
・
地
域
づ
く
り
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
に

出
さ
れ
る
議
案
や
政
策
を
、
議

員
自
ら
が
学
ん
で
調
べ
て
い
く

　
選
挙
後
初
の
町
議
会
臨
時
会

が
５
月
１
日
に
開
か
れ
、
議
会

の
人
事
を
中
心
に
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
次
の
と
お
り
の
構

成
が
決
ま
り
、
新
体
制
の
も
と

新
し
い
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

意
見
や
考
え
方
の
違
い
が
あ

っ
て
も
「
住
民
の
幸
せ
を
広
げ

て
い
く
」
た
め
に
、
よ
り
よ
い

解
決
策
や
方
向
を
出
し
て
い
く

こ
と
が
、
議
会
と
議
員
の
責
任

で
す
。

　

自
治
体
の
「
二
元
代
表
制
」

は
、
町
長
に
「
執
行
権
」
を
、

議
会
に
は
「
議
決
権
」
を
与
え
、

相
互
に
均
衡
さ
せ
て
バ
ラ
ン
ス

を
は
か
る
仕
組
み
で
す
。

　

議
員
が
協
力
し
て
、
住
民
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

な
ら
な
け
れ
ば
「
相
互
の
バ
ラ

ン
ス
」
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
執

行
部
と
議
会
が
「
住
民
の
幸
せ
」

の
た
め
に
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

議
長
と
し
て
「
住
民
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
議
会
」
の
た
め

に
、
議
会
が
学
び
話
し
合
う
改

革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
ご
意
見
を
頂
く
と

と
も
に
、
議
会
の
取
り
組
み
へ

の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

浅尾もと子
岡田　浩二

佐々木一也
村本　敏美

櫻井　孝憲
加藤　彰男

西谷　賢治
伊藤真千子

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

今
月
の
特
集
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統一地方選挙の結果
　任期満了に伴う東栄町長選挙及び東栄町議会議員一般選挙は、４月23日に投開票が行われ、町長に
村上孝治氏が当選し、３期目の村上町政がスタートしました。また、町議会議員には８名の議員が決
まりました。今回の投票率は81.32％で、前回を0.43ポイント上回る結果となりました。

町議会議員一般選挙
◆投票総数　2,046票（うち無効投票数11票）

※町長の任期は令和５年４月27日から令和９年４月26日まで
※立候補者名は届出順

※議員の任期は令和５年４月30日から令和９年４月29日まで
※立候補者名は届出順

候補者氏名 得票数
◎岡田　浩二 258
◎佐々木一也 251
◎浅尾もと子 205
◎櫻井　孝憲 246
原田　安生 127

◎伊藤真千子 154
◎加藤　彰男 169
◎西谷　賢治 171
◎村本　敏美 305
木村　圭太 149

町長選挙
◆投票総数　2,046票（うち無効投票数34票）
候補者氏名 得票数

各投票区の投票結果

投票区 投票者総数
（人）

投票率
（％）

設　楽
月

本　郷
市　場
下　田
足　込

東薗目
御　園

畑
奈　根
粟　代
古　戸
計

◎村上　孝治 1,057
八幡　久夫 156
山本　典式 799

男
147
60
289
135
131
38

24
27

108
82
92
63

1,196

当日の有権者数（人）
女
148
69
318
140
148
42

29
40

115
93
104
74

1,320

計
295
129
607
275
279
80

53
67

223
175
196
137

2,516

227
102
483
235
227
72

42
55

170
152
159
122

2,046

76.95
79.07
79.57
85.45
81.36
90.00

79.25
82.09

76.23
86.86
81.12
89.05
81.32

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

今
月
の
特
集



空手教室皆勤表彰

　令和４年度、１年間休まず出席した部員が表
彰されました。昨年度も、ご家族や地域の方々
のご協力により空手教室の継続運営ができまし
た。
　毎週月曜日の午後７時30分から中設楽ふれ
あいプラザで稽古を行っています。一緒に稽古
に励み心身ともに成長を目指す部員募集中で
す。ぜひ見学に来てください。

ぽたび×志多らコラボ企画を開催しました！
　５月３日（水）、東栄町観光まちづくり協会が運営する自転車ガイドツアー「ぽたび」と和太鼓集団志多らのコラボ企画が開催されました。自転車だからこそ行ける絶景スポットまで電動アシスト自転車で案内し、志多らメンバーによる笛の生演奏を聴くというスペシャルツアー。自然に囲まれた空間と笛の演奏とのコラボは、他の地域ではできない魅力的な体験でした。今後も地域内の事業者さんとコラボした自転車ツアーの展開が期待できそうです！

　春の陽気を感じながら、皆さんと散歩にで
かけま

した。ブランコを見つけたら、90歳を超
えたお

ばぁちゃん（写真中央）から「乗りたい」と
言われ

支援員さんはドッキリ！おばぁちゃんは乗れ
た事に

大満足のようでした。

　お弁当を食べながらの世間話に花が咲き、
至福を

感じる時間でした。是非多くの方のご参加を
お待ち

しております。（下川支援員）

㈱田中組が保育園および

小中学校のグラウンドを整備

　地元建設会社の㈱田中組がボ
ランティアで保育

園および小中学校のグラウン
ド整備を行いまし

た。整備に使用する重機の一部
は、レンテック大

敬東栄営業所から無償でレンタ
ルされ、地元事業

所の連携により奉仕整備が行わ
れました。㈱田中

組事業課の夏目さんは「子ども
たちに、きれいに

整備されたグラウンドで、気持
ち良く部活や外遊

びをしてほしい。」と思いを話し
ました。

5 広報とうえい 2023.６

地域貢献活動で奉仕整備

下川おいでん家

今
月
の
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ホタルのさんぽ道 問合せ先▼
一般社団法人東栄町観光まちづくり協会
☎76‒1780

　初夏の夜のひととき、美しい川が流れる東栄町では幻想的なホタルの世界が広がります。趣きの異
なる２つのホタル観賞エリアでのホタル観賞とまちめぐりが楽しめるイベント「ホタルのさんぽ道」
をお楽しみください。

ホタルのさんぽ道とは
　ホタルで観光を盛り上げることを目的に、平成28年にはじまったイベントです。はじめは役場北
側の足込川流域のホタルを観賞するイベントで「ホタル観賞会」という名称でしたが、平成29年か
らは「ホタルのさんぽ道」と名称を変え、令和元年から、新たに「ホタルのさんぽ道エリア」を設
定し、ホタル観賞だけでなく、まちめぐりも楽しめるイベントに舵をきりました。令和２・３年は
新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントを中止しましたが、令和４年は３年ぶりにイベ
ントを開催、今年も開催に向けて準備を進めています。

２つのホタル観賞エリア
　密を避けながらじっくりホタ
ルを観賞できる「ホタルの奥座
敷コース」、レンタルした提灯を
片手にホタル観賞とまちめぐり
を満喫できる「ホタルのさんぽ
道エリア」と、趣きの異なる２
つのホタル観賞エリアを楽しめ
ます。
　また、東栄町のホタルは天然
ホタルのため、空高く飛翔し、
大きな河川にも生息しているた
め、満天の星とホタルの共演、
大千瀬川をゆったりと飛ぶホタ
ルを楽しむことができます。
※提灯レンタルは総合案内で行
います（有料）

会場・駐車場：東栄町役場上駐車場付近
愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑25

写真撮影：坂田正高

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題
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ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他

ほ
っ
と
ニ
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「ホタル観賞」と「まちめぐり」

7 広報とうえい 2023.６

ホタルを安全に楽しむためのマナー
・騒がず、静かに観賞してください。
・路上駐車は禁止、車は駐車場にとめて徒歩での観賞をお楽しみください。
・ゴミは責任をもってお持ち帰りください。
・ホタルに光を当てないでください。※懐中電灯を持参した場合、足下を照らすだけにしてください。
・体調等に不安がある方、発熱等や風邪の諸症状の自覚がある方はイベントへの来場をご遠慮くだ
さい。

同時開催イベント「１０８（イチマルハチ）マーケット」
６月17日（土）・24日（土）開催

　令和４年の初開催では、２日間で1,500人以上の来場を記録した、東栄町商工会青年部と東栄中
学校の協働イベント「１０８マーケット」が開催されます。会場では中学生が制作したパッケージ
を使った「オニスター焼き」の販売、飲食店等の出店が行われる予定です。また、１０８マーケッ
ト開催日には２つの観賞エリアを結ぶシャトルバスが運行されます。
（主催：東栄町商工会青年部）

※イベントの開催期間中、車両通行止めになる区間があります。徒歩での観賞をお楽しみください。
※新型コロナウイルス感染症等の状況、天候の状況等によりイベントの内容が変更、中止となる場合があります。
※イベントの詳細・ホタルの飛翔状況等については観光まちづくり協会ホームページをご覧ください。

ホタル観賞の注意事項

ホタル観賞ポイントは暗い
ので、懐中電灯を用意して
ください。
ただし、灯りは足元を照ら
すだけにしましょう。

ヘビが出る可能性や、虫刺
され、ヤマビルなどの心配
があります。
服装や履物にも注意しま
しょう。

ホタルの捕獲、または生息
している川の中へ入る等は
絶対におやめください。

ホタル保護のため、観賞ポ
イント周辺の草刈は行って
いません。
見づらい箇所もありますが
ご了承ください。
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今日から始めるお口の健康対策～オーラルフレイル予防～

東栄町のお口の健康について

大千瀬川流域の
河川環境整備活動

　振草川漁業
協同組合では
大千瀬川流域
の河川環境整
備活動として、
今年度２回目
の草刈り活動
を行います。
　町民の皆さまのご協力をお願いします。

　ご協力いただける方は、東栄町商工会までご
連絡ください。詳細は後日とうえいチャンネル
にてお知らせします。

問合せ先▶東栄町商工会　☎76‒0530

６月25日（日） ８：00～

各地区に分かれます
（詳細は地区役員からご連絡します）

※消費者ホットライン「188（イヤヤ）」もご活用ください。

実施場所

実 施 日

オンラインでの消費生活相談
を行っています

　商品の品質やサービスに
対する苦情、訪問販売など
によるトラブルが増えてい
ます。町では、東三河広域
連合消費生活相談窓口と連
携し、専門の相談員がオンラインでトラブルに
遭った際のアドバイス、情報提供を行う、タブ
レット端末を活用した消費生活相談を行ってい
ます。
　消費生活のことで少しでも不安なことがあれ
ば、ひとりで抱え込まずに役場経済課（☎
76‒1812）までご相談ください。

消費生活相談について、詳しくは
東三河広域連合ＨＰをご覧ください

月～金曜日 ９：00～16：30対応日時

□ たくあんなどの固い食べ物を食べない、
　 以前より食べにくくなった
□ 飲み物を飲むとよくむせる
□ 口の渇きが気になる
□ 左右両方の奥歯でしっかり噛みしめられない

以下に該当する方はオーラルフレイルの可能性があります

　６月４日は６（む）と４（し）の語呂合わせで『むし歯予防の日』と言われています。
また６月４日～10日までの１週間は『歯と口の健康週間』と言われています。

　８０２０は「80歳になっても、自分の歯を20本以上保とう」という運動で
2016年には達成率が50％を超えました。平均寿命が延び、人生100年時代と言
われていますが、健康で過ごせる健康寿命を伸ばすことが大切です。

８０２０運動を
知っていますか？

　「フレイル」は加齢により体や心の働きが弱まることで現れる様々な状態のことです。オーラルフレ
イル（歯と口の機能のささいな衰え）から人によっては要介護状態にまで進行することがあります。お
口の健康と体の健康は影響し合います。

　令和４年度のおいでん家での出前講座の際に52名にとったアンケートより、半年前に比べて固い物
が食べにくくなった方が約４割、飲食時のむせを自覚している方が約２割いらっしゃいました。ですが
１日３食食べる方が９割以上、週１回以上の外出や友人との付き合いがあると回答される方が９割を超
えており、仲間とのレクリエーションや自分に合った活動を積極的にされていることがわかり、また栄
養バランスを意識して食事をとっていることもわかりました。
　体の健康づくりには、食べ物を食べることが大切です。食べ物を食べるためには歯と口の健康がかか
せません。友人と笑顔で楽しく会話するのにも、歯と口の健康が重要な役割を果たしています。日々の
セルフケア（歯磨き・うがい）も大切にしながらお口のフレイル予防に取り組みましょう。

それオーラル（お口の）フレイルかも?!
①よく噛んで食べる
　▶噛む・飲み込む筋肉がきたえられ口の機能が高まります。
　　また唾液がよく出るようになります。
②会話をしよう
　▶話す・歌うことはくちびる・舌・頬・のどの運動になります。
③外出の機会を増やす
　▶外出することで体を動かし体力の低下を防ぎます。

フレイルは生活習慣を見直すことで予防できます！

参考：愛知県「シニア世代の皆様　今、定期的な歯科検診が必要です。」より
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　月２回、ファミリーマートのイートインコーナーに集まる「東栄ＩＣ
Ｔ」の皆さん。講師を招き、スマートフォンやパソコンの基本の使い方、
便利な機能、楽しみ方を学び、それぞれのやりたい事ができるようにマン
ツーマンで教えてもらいます。待ち時間はメンバー同士で復習や、おしゃ
べりを楽しんでいます。
　「ペイペイを使えるようになってとても便利。送金もできるしポイントが貯まるのもうれしい。」「ラ
ジオを聞けるアプリを入れて、お気に入りの番組を楽しんでいます。聞き逃しても録音されているので
安心。」「なかなか覚わらないけど、子どもや孫とやりとりできるのが嬉しいから頑張るよ。」と話す皆さ
ん。「何度、同じことを聞いても丁寧に教えてもらえるので使えるようになります。歳だから…と諦め
ずにチャレンジしたい。」と話すのは伊藤節子さん。
　グループラインでのやりとりも盛んで、「こんなかわいいスタンプが来るんだよ！」と盛り上がります。
毎朝、気になるニュースや情報を定時発信している新川さんは「時々、入れ忘れてしまい、『どうかし
た？大丈夫？』と心配してもらい有難いです。ラインだけでなく、こうやって顔を見て、生の声で話す
時間もとても楽しいです。」と話してくれました。
　「新しいことに挑戦すること、つながる仲間がいること、集まって楽しむことが、人生を豊かにして
いくんだな」と感じさせていただきました。

楽しい集まりを紹介します！「東栄ＩＣＴ」

東栄町社会福祉協議会は地域の皆さんの自主的な活動を応援しています。
皆さんが知っている楽しい集まりをご紹介ください。　☎76‒1740

ヤマビルにご注意ください！

令和５年度　入札結果

５月～11月頃出没時期

・長靴や足首まである靴や、厚手で網目の細かい靴下を履く。
・長ズボンを履き、ズボン裾を靴下の中に入れる。
・事前に長靴や靴にヤマビル忌避剤をスプレーしておく。※20％食塩水も効果があります。

吸血被害の予防

・塩や食塩水、虫よけスプレー、消毒用エタノールなどをヤマビルにかけて取ります。
・吸血したヤマビルは、産卵して増えてしまうので、塩をかけたり、ハサミで切ったりして殺します。
・ヤマビルは、歯の間から「ヒルジン」という血液凝固阻止物質を出して吸血しますので、
　傷口を指でつまんで「ヒルジン」をしぼり出し、水や消毒用エタノールで洗い流してください。

ヤマビルに吸血されたら

ヤマビル調査と忌避剤の配布について

暗くて湿気の多い山林、苔が多い場所など出没場所
ヤマビルは乾燥した環境を嫌います。家や畑の周囲などの草刈り、樹木の剪定、
伐採、落ち葉かき等で日当たりや風通しを良くしましょう。

・本年度も「ヤマビル調査」にご協力いただける世帯と団体等を募集します（調査は簡単なアンケート
で、忌避剤をお渡しする際に職員が聞き取りを行います）。詳しくは、広報とうえい５月号と一緒に配
布しております、案内文書をご覧ください。

　※忌避剤の配布につきましては、調査の終了に伴い本年度をもちまして終了させていただきます。

問合せ先▼
経済課　☎76‒1812

入札月 業　種
委　託
委　託
委　託
委　託

工　事　名　等

計

簡易水道施設点検業務委託
東栄町簡易水道事業水質検査業務委託
林道小田沢登線ほか測量試験業務
東栄町小中学校施設長寿命化計画策定業務

業　者　名　等
長谷水道
（一社）中部微生物研究所
㈱愛河調査設計　新城支店
㈱間瀬コンサルタント　新城営業所

落札金額（税抜）【千円】
3,400
7,700
900
3,700
15,700

４月
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人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
街
の
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す

　
差
別
や
暴
行
、
虐
待
、
職
場
で
の
セ
ク

ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
体
罰
や
い
じ
め
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
中
傷
等
で
お

悩
み
の
方
は
、
左
記
人
権
擁
護
委
員
又
は
、

相
談
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
特
設
人
権
相
談
】

・
日　
時　
　
令
和
５
年
６
月
８
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

・
場　
所　
　
東
栄
町
役
場　
小
会
議
室

【
人
権
擁
護
委
員
】

　
岡
田
さ
と
み　
　
亀
山　
邦
江 

　
原　
さ
き
子　
　
和
合
真
由
美

●
問
合
せ
先

　
名
古
屋
法
務
局
新
城
支
局

　
　
　
（
０
５
３
６
）
２
２
・
０
４
３
７

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

新
城
公
共
職
業
安
定
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

人
権
相
談
・
行
政
相
談
の

ご
案
内

　
愛
知
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
自
分
の
家
庭
で
生
活
で
き
な
く
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
家
庭
に
迎
え
入
れ
温
か
い

愛
情
と
理
解
を
持
っ
て
養
育
す
る
「
里

親
」、里
親
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
「
里
親

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
里
親
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
日　
時　
　
令
和
５
年
６
月
21
日（
水
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　
　
　
　
里
親
養
育
体
験
発
表
会

　
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

　
　
　
　
里
親
交
流
会

　
　
　
　
（
里
親
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
研
修
会

　
　
　
　
（
里
親
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）

・
場　
所

　
愛
知
県
東
三
河
総
合
庁
舎　
２
階

　
大
会
議
室（
豊
橋
市
八
町
通
５
丁
目
４
）

・
そ
の
他

　
事
前
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●
問
合
せ
先

　
愛
知
県
新
城
設
楽

　
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
０
５
３
６
）
２
３
・
７
３
６
６

里
親
養
育
体
験
発
表
会
及
び

里
親
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開
催
の
お
知
ら
せ

★
外
国
人
労
働
者
問
題

　
啓
発
月
間
に
つ
い
て
★

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
６
月
を
「
外

国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
」
と
定
め
、

事
業
主
団
体
な
ど
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

労
働
条
件
な
ど
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
外

国
人
雇
用
等
に
つ
い
て
周
知
・
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
学
卒
求
人
に
つ
い
て
★

　
令
和
６
年
３
月
、
中
学
・
高
校
卒
業
予

定
者
を
対
象
と
し
た
求
人
受
付
が
６
月
１

日（
木
）よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
事
業
主

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
よ
り
多
く

の
求
人
提
出
の
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
問
合
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
（
０
５
３
６
）
２
２
・
１
１
６
０

ら
な
い
物
で
す
が
、
取
扱
い
を
誤
る
と
、

重
大
な
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
安
全

な
生
活
、
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
正

し
く
取
扱
い
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
物
を
貯
蔵
・
取
扱
う
場
合
は
、
細

か
く
位
置
・
構
造
・
設
備
等
の
規
制
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
は
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　
新
城
市
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

　
　
　
（
０
５
３
６
）
２
２
・
４
８
０
９

令
和
５
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
意
志
つ
な
ぐ
連
携
プ
レ
ー
で
事
故
防
ぐ
」

　
６
月
４
日（
日
）か
ら
10
日（
土
）ま
で
、

危
険
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
的
に
危
険
物

安
全
週
間
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
農
業
、
レ
ジ
ャ
ー
又
は
暖
房
器
具
等
で

使
用
す
る
た
め
に
家
庭
で
ガ
ソ
リ
ン
（
混

合
燃
料
）、軽
油
、
灯
油
等
を
保
管
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
保
管
状
況
は

適
正
で
す
か
？

　
危
険
物
を
貯
蔵
・
取
扱
う
場
所
で
は
、

数
量
に
関
わ
ら
ず
、
次
の
よ
う
な
規
制
が

あ
り
ま
す
。

⑴
み
だ
り
に
火
気
を
使
用
し
な
い
。

⑵
常
に
整
理
及
び
清
掃
を
行
う
と
と
も
に
、

み
だ
り
に
空
箱
そ
の
他
不
要
な
物
件

を
置
か
な
い
。

⑶
危
険
物
が
漏
れ
、
あ
ふ
れ
、
飛
散
し
な

い
よ
う
に
す
る
。

⑷
容
器
は
、
危
険
物
の
性
質
に
適
応
し
、

か
つ
破
損
、
腐
食
が
な
い
も
の
を
使

用
す
る
。

⑸
容
器
は
、
み
だ
り
に
転
倒
、
落
下
等
粗

暴
な
行
為
を
し
な
い
。

⑹
容
器
は
、
地
震
等
に
よ
り
容
易
に
転
落
、

転
倒
又
は
落
下
物
に
よ
り
損
傷
を
受

け
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
危
険
物
は
、
日
常
生
活
に
な
く
て
は
な

危
険
物
安
全
週
間

行
政
相
談　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

人
権
・
行
政
相
談　
午
前
10
時
〜
３
時

・
場　
所　
　
役
場
小
会
議
室

・
開
催
日　
　
　
・
内　
容

　
６
月
８
日（
木
）　
人
権
・
行
政
相
談

　
８
月
21
日（
月
）　
行
政
相
談

　
９
月
７
日（
木
）　
人
権
・
行
政
相
談

　
10
月
16
日（
月
）　
行
政
相
談

　
11
月
20
日（
月
）　
行
政
相
談

　
12
月
１
日（
金
）　
人
権
・
行
政
相
談

　
１
月
15
日（
月
）　
行
政
相
談

　
２
月
19
日（
月
）　
行
政
相
談

　
３
月
18
日（
月
）　
行
政
相
談

●
問
合
せ
先

　
総
務
課　
　
　
　
　
７
６
・
０
５
０
１

　
住
民
課　
　
　
　
　
７
６
・
０
５
０
３

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

そ
の
他

暮
ら
し
の
情
報
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４
月
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
へ
異
動
に
な
り

ま
し
た
、
岸
谷
万

左
江
で
す
。
生
ま

れ
育
ち
は
尾
張
で
す
が
、
東
栄
町
社
協
で
仕

事
を
し
て
20
年
、
三
河
言
葉
も
し
ゃ
べ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
特

定
の
利
用
者
だ
け
と
の
お
付
き
合
い
が
主
で

し
た
が
、
今
後
は
地
域
の
多
く
の
皆
様
と
接

点
を
持
ち
、
東
栄
町
を
よ
り
良
い
町
と
す
る

た
め
、
東
栄
町
の
歴
史
や
生
活
の
知
恵
な
ど

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
福
祉
士
と
し
て
、
東
栄
町
で
は

ま
だ
馴
染
み
の
な
い
権
利
擁
護
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
18
日
に
「
認
知
症
家
族
介
護
者
の
つ

ど
い
」
を
東
栄
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
愛
知
県
認

知
症
家
族
の
会
の

方
を
囲
ん
で
、
認

知
症
の
方
の　
へ

ん
て
こ
な
行
動　

の
「
な
ぜ
な
ぜ
」
や
「
あ
る
あ
る
」
を
時
々
、

笑
い
が
起
こ
る
中
、
お
話
を
し
ま
し
た
。
介

護
を
し
て
い
る
人
同
士
の
集
ま
り
と
い
う
の

は
、
東
栄
町
で
は
今
ま
で
な
か
っ
た
取
り
組

み
で
す
。
介
護
者
と
い
う
同
じ
立
場
の
人
が

集
ま
り
、
分
か
り
あ
え
る
仲
間
と
し
て
、
お

互
い
を
ね
ぎ
ら
い
、
元
気
を
い
た
だ
く
会
に

な
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
介
護
は

怒
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

の
気
持
ち
を
う
ま
く
か
わ
す
ヒ
ン
ト
を
家
族

の
会
の
方
か
ら
い
た
だ
き
な
が
ら
、
同
じ
立

場
で
頑
張
っ
て
い
る
人
同
士
が
つ
な
が
り
、

東
栄
町
が
よ
り
住
み
や
す
い
町
に
な
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。
認
知
症
家
族
介
護
者
の
つ

ど
い
は
季
節
に
１
回
、
年
４
回
計
画
し
て
い

ま
す
。
次
回
は
７
月
18
日
（
火
）
で
す
。
回

覧
を
入
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
ま
し
た
！

や
ま
し
た

か
い
せ
い

か
つ

だ
い  

ち

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.71

　
５
月
よ
り
当
協
会
へ
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
、
新
た
に
２
人
の
若

者
が
着
任
し
ま
し
た
。
彼
ら
に
は
、

自
転
車
で
の
ま
ち
巡
り
を
推
進
す
る

取
り
組
み　
ぽ
た
び
事
業　
を
通
じ

て
、
東
栄
町
を
よ
り
盛
り
上
げ
て
い

く
た
め
の
活
動
を
し
て
も
ら
い
ま
す
！

　

２
人
と
も
に
大
学
在
学
中
の
た
め
、

月
10
日
（
週
2.5
日
ほ
ど
）
勤
務
と
な

り
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
に
は
な
り

ま
す
が
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
し

い
発
想
力
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。 

山
下
　
開
世

　
私
は
、
名
古
屋
市
緑
区
出
身
の
大

学
４
年
で
す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
部

へ
在
籍
し
て
い
た
経
験
な
ど
を
活
か

し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
行
わ

れ
て
い
る
「
ぽ
た
び
」
の
運
営
や
、

そ
の
他
の
町
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
ら
れ
る
よ
う
１
年
間
尽
力
し
て
い

き
ま
す
！
ま
だ
ま
だ
東
栄
町
に
つ
い

て
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
な
の
で
、

東
栄
町
の
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
！

勝
　
　
大
地

　
私
は
現
在
名
古
屋
大
学
大
学
院
の

２
年
生
で
、
昨
年
か
ら
花
祭
の
研
究

等
で
東
栄
町
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
町
の
方
々
に
は
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
町
内
の
方
々
に
は
、
協
力
隊
の
活

動
と
研
究
の
両
面
で
お
世
話
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
町
で
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
気

軽
に
声

を
か
け

て
く
だ

さ
い
！

犬
と
お

茶
と
ス

キ
ー
が

大
好
き

で
す
！

東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こ
ん
に
ち
は
！

問
合
せ
先　
東
栄
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
☎
７
６
・
１
７
４
０

山下さん 勝さん

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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田口高校からこんにちは

小学校 東
栄
っ
こ
通
信

入
学
式（
４
／
６
）

入
学
式
・
始
業
式

　
普
通
科
16
名
、
林
業
科
10
名
の
計
26
名
の
新
入

生
が
田
口
高
校
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
新
入
生

を
代
表
し
て
安
藤
佑
朔
く
ん
（
普
通
科
）
が
校
訓

の
も
と
に
、
高
い
目
標
を
掲
げ
て
自
ら
を
鍛
え
、

努
力
し
て
い
く
こ
と
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
ク
ラ
ス
開
き
で
は
、
入
学
式
で
緊
張

し
て
い
た
新
入
生
の
表
情
も
和
ら
ぎ
、
ク
ラ
ス
の

仲
間
と
の
会
話
を
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

正
副
担
任
の
先
生
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
今
後
の
予

定
な
ど
説
明
を
受
け
、
登
校
初
日
を
終
え
ま
し
た
。

　
４
月
６

日
に
、
入

学
式
・
始

業
式
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
今
年

度
は
、
22

名
の
新
入

生
と
１
名

の
転
入
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
１

０
５
名
で
令
和
５
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
式
は
、
新
入
生
の
か
わ
い
ら
し

い
笑
顔
の
入
場
で
始
ま
り
ま
し
た
。

入
学
認
定
や
進
級
認
定
で
は
、
大

き
な
返
事
の
声
が
体
育
館
に
響
き

ま
し
た
。
新
入
生
を
迎
え
る
言
葉

や
２
年
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
「
や
あ
！
」
の
合
唱
、
校
歌

斉
唱
な
ど
、

本
来
の
入
学

式
の
形
で
行

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多

く
の
来
賓
の

皆
さ
ん
に
も

ご
臨
席
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

よ
い
新
学
期
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中学校

ふ
る
さ
と
体
験
学
習
「
出
会
い
」
合
宿
！ 

　
１
年
生
が
、

家
庭
学
習
の

方
法
を
学
び
、

町
の
魅
力
を

再
発
見
す
る

目
的
で
、
ス

タ
ー
フ
ォ
ー

レ
ス
ト
御
園

で
宿
泊
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
学
校
か
ら
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
御
園
に
徒
歩

で
移
動
し
ま
し
た
。
道
中
、「
東
宝

苑
」
に
立
ち
寄
り
、
シ
イ
タ
ケ
の

栽
培
方
法
等
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
り
、
足
込
区
の
皆
さ
ん
の
ご
厚

意
で
、
旧
足
込
小
学
校
の
校
舎
や

駐
在
所
で
、
ト
イ
レ
休
憩
を
取
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
は
、
へ
と
へ
と

に
な
り
な
が
ら
も
、
約
10
㎞
の
道

の
り
を
歩
き
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
や
学
習
会
を
行
い
、
夜
は
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
大
望
遠
鏡
で

の
星
空
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
天

候
に
恵
ま
れ
、
月
が
近
く
に
見
え

る
こ
と
に
感
動
す
る
な
ど
、
東
栄

町
の
き
れ
い
な
星
空
を
堪
能
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、「
お
も
て
や
園
」
で
、

お
茶
の
種
類
や
淹
れ
方
な
ど
を
学

び
、「
三
信
鉱
工
」
で
は
、
坑
道
に

入
っ
て
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い

る
機
械
や
絹
雲
母
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　
入
学
後
間
も
な
い
時
期
で
の
研

修
で
し
た
が
、
学
習
方
法
、
集
団

行
動
、
町
の
魅
力
等
多
く
の
こ
と

を
学
ぶ
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

ご
協
力
い

た
だ
い
た

皆
様
方
に

心
よ
り
感

謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新
任
式（
４
／
７
）

　
今
年
度
新
た
に
６
名
の
教
職
員
が
着
任
し
、

新
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〇
新
し
い
教
職
員

　
田
中　
和
宏　
校
長

　
　
（
愛
知
県
競
技
・
施
設
課
よ
り
）

　
伊
藤　
　
瞳　
教
諭

　
　
（
英
語
／
刈
谷
北
高
校
よ
り
）

　
杉
浦　
清
貢　
教
諭

　
　
（
農
業
／
猿
投
農
林
高
校
よ
り
）

　
小
久
保
大
樹　
教
諭（
国
語
／
新
規
採
用
）

　
大
森　
一
健　
教
諭（
農
業
／
新
規
採
用
）

　
伊
藤　
樹
希　
主
事（
事
務
主
事
／
新
規
採
用
）

　
地
域
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

始
業
式（
４
／
７
）

　
入
学
式
の
翌
日
に
は
始
業
式
や
新
入
生
と
在
校
生
と
の
対
面
式
、
山

嶺
教
室
と
の
顔
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
対
面
式
で
は
、
在
校
生
代

表
生
徒
が
「
優
し
く
面
白
い
先
輩
ば
か
り
な
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
」
と
新
入
生
を
温
か
く
迎
え
る
あ
い
さ
つ
を
し
、
新
入
生

に
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
新
し
く
迎
え
た
１
年
生
26
名
と
２
年
生
26
名
、
３
年
生

24
名
の
合
計
76
名
で
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

５
月
の
田
口
高
校

　
４
月
下
旬
に
は
林
業
科
２
年
生
が
今
年
度
初
め
て
の
鴨
山
演
習
林
実

習
に
行
き
ま
し
た
。
５
月
の
下
旬
に
は
林
業
科
１
年
生
が
演
習
林
実
習

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

丈夫な体と元気な心を育みましょうおもてや園での様子

三信鉱工での様子

「よろしくお願いします！」

東栄小へようこそ！

新入生宣誓をする
安藤佑朔くんクラス開き（普通科）左から伊藤教諭、小久保教諭、大森教諭、

田中校長、杉浦教諭、伊藤主事

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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設
楽
警
察
署

〜
覚
醒
剤
、
大
麻
等
の
乱
用
を
な
く
そ
う
〜

薬
物
乱
用
は

　
　
　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

ふ
る
さ
と
歌
壇

春
霞
覆
ひ
て
淡
き
山
裾
に
梅
咲
く
ら
む
か
仄
明
り
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺　
禮
子

病
室
に
白
い
夏
帽
子
届
け
ら
る
も
う
す
ぐ
退
院
と
告
げ
き
し
よ
う
に　
　
　
　
伊
藤　
清
子

散
る
桜
肩
に
受
け
つ
つ
野
道
行
け
ば
黄
色
い
帽
子
の
園
児
ら
と
行
き
交
う　
　
福
田　
幸
代

こ
の
地
で
と
生
涯
果
て
る
と
決
め
た
な
ら
雑
草
も
愛
し
む
そ
は
仏
の
座　
　
　
竹
田　
正
子

生
き
る
と
は
時
の
流
れ
に
身
を
置
い
て
道
理
に
叶
う
日
々
の
営
み　
　
　
　
　
伊
藤　
義
信

ゴ
ミ
箱
を
新
品
に
変
え
た
だ
け
な
の
に
ト
イ
レ
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
っ
た　
　
佐
々
木
秀
子

玄
関
に
置
き
し
桜
の
芳
香
剤
漂
う
春
に
心
と
き
め
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
田
博
文

手
作
り
を
受
け
取
っ
て
く
れ
ほ
っ
と
す
る
わ
た
し
の
心
に
春
が
き
た　
　
　
　
伊
藤　
久
美

背
に
布
団
う
た
た
寝
の
吾
に
亡
母
の
声
花
冷
え
の
夜
「
風
邪
ひ
く
な
よ
」
と　
内
藤　
久
代

満
開
の
桜
咲
く
日
に
誕
生
す
我
が
家
の
天
使
「
こ
の
か
」
の
名
を
受
け　
　
　
堂
地　
雅
子

く
さ

あ

こ
ち
ら

◎
薬
物
乱
用
の
実
態

  

日
本
は
、
覚
醒
剤
、
大
麻
等
の
大
き

な
消
費
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
内
で
覚
醒
剤
等
の
薬
物
事
犯

で
検
挙
さ
れ
た
人
は
、
平
成
８
年
以
降
、

ず
っ
と
１
０
０
０
人
を
超
え
る
高
水
準

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
は
、
何
度
で

も
繰
り
返
し
使
用
し
た
く
な
る
性
質
、

つ
ま
り
、　
依
存
性　
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
繰
り
返
し
使
用
す
る
う
ち
に
、
薬
物

の
中
毒
症
状
と
し
て
、「
殺
さ
れ
る
」、「
つ

け
ら
れ
て
い
る
」、「
見
張
ら
れ
て
い
る
」

な
ど
と
い
っ
た
妄
想
や
幻
覚
が
現
れ
ま

す
。
　
薬
物
の
乱
用
は
、
無
関
係
の
人
々
を

巻
き
込
む
殺
人
や
放
火
な
ど
の
二
次
犯

罪
を
引
き
起
こ
し
、
社
会
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
た
り
、
家
庭
の
崩
壊
を
招
い
た

り
、
そ
の
悲
劇
は
本
人
の
み
に
は
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。

◎
覚
醒
剤
等
の
薬
物
追
放
に
ご
協
力
を

　
覚
醒
剤
や
大
麻
は
、
興
味
本
位
か
ら

気
軽
に
手
を
出
し
た
り
、
覚
醒
剤
が
や

せ
る
薬
、
大
麻
は
音
感
が
良
く
な
る
な

ど
と
騙
し
て
勧
め
ら
れ
た
り
、
覚
醒
剤

の
こ
と
を
Ｓ
（
エ
ス
・
ス
ピ
ー
ド
）、大

麻
の
こ
と
を
マ
リ
フ
ァ
ナ
、
ク
サ
な
ど

　
救
命
の
連
鎖
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
は
「
あ
な
た
」
で
す
。

一
人
で
も
尊
い
命
を
救
う
た
め
消
防
署
で
は
救
命
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
７
月
２
日（
日
）　
午
前
９
時
〜
正
午

場　
所　
消
防
署　
東
栄
分
署

内　
容　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、

止
血
法
、
異
物
除
去
法
な
ど
を
実
施

定　
員　
10
名
程
度　

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

費　
用　
無
料

締　
切　
６
月
30
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
出
動
等
で
不
在
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

服　
装　
動
き
や
す
い
服
装

そ
の
他　
講
習
中
の
ケ
ガ
に
つ
き
ま
し
て
は
応
急
処
置
を
行

い
ま
す
が
、
そ
の
後
の
治
療
は
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。

※

気
象
警
報
等
発
令
時
は
、
講
習
を
縮
小
ま
た
は
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ
先　
消
防
署　
東
栄
分
署　
☎　
７
６
・
１
９
１
１

【
優
良
運
転
者
講
習
の
方
】

　
更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で
の

講
習
受
講
後
（
30
分
程
度
）
交
付
さ
れ
ま
す
。

【
一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方
】

　
更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す
の

で
、
そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手
続

き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日

の
正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。

と
呼
ん
で
、
何
か
格
好
良
い
も
の
の
よ

う
に
錯
覚
し
て
手
を
出
し
た
り
し
て
、

特
に
若
者
の
間
に
汚
染
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
覚
醒
剤
等
の
薬
物
を
社
会
か
ら
追
放

す
る
た
め
に
は
、
あ
な
た
自
身
が
甘
い

誘
い
に
の
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

あ
な
た
の
周
り
で
覚
醒
剤
等
の
薬
物
を

扱
っ
て
い
る
人
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
と
き
は
、
警
察
本
部
か
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

令
和
５
年
４
月 

犯
罪
事
故
発
生
件
数

問
合
せ 　
　
設
楽
警
察
署
交
通
課 

６
２
・
０
１
１
０

◎
刑
法
犯
総
数

　
・
窃
盗
犯

　
　
（
自
動
車
関
連
窃
盗
）

　
・
特
殊
詐
欺

１
件（
２
）

１
件（
１
）

０
件（
０
）

０
件（
１
）

４
件（
６
）

４
件（
５
）

◎
人
身
事
故
件
数

　
・
死
者
数

　
・
負
傷
者
数

３
件（
３
）

０
人（
０
）

３
人（
３
）

４
件（
４
）

５
人（
５
）

◎
物
損
事
故
件
数

６
件（
19
）
24
件（
86
）

東
栄
町
内

※

（　
）
内
は
１
月
か
ら
の
累
積

郡　
内

４
月
詠
草

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

弓
友
会　

月
例
会
成
績
表

普
通
救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
会

５
月
10
日 

東
栄
町
弓
道
場

５
月
10
日 

東
栄
町
弓
道
場

一
部　
　
優
勝　
伊
藤　
　
勉　
　
二
位　
三
城　
信
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
伊
藤　
　
美

女
子　
　
優
勝　
伊
藤　
礼
子　
　
二
位　
杉
野
き
よ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
位　
加
藤　
育
代

総
合　
　
優
勝　
三
城　
信
和

※

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で

　
最
後
ま
で
的
中
し
つ
づ
け
た

　
人
が
優
勝
で
す
。

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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納
税
等

●個人町県民税
●国民健康保険料
●保育料
●水道使用料（下水・農集排使用料含む）
●住宅使用料
●放課後児童クラブ利用料

納期限：６月30日

人
口
と
世
帯

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届
出をされた方も掲載対象となりますので掲載
を希望される場合は、お早めに住民課へ申し
出ください。

新
着
図
書

子育て支援センター（にこにこ広場）
●だいすき　ぎゅっぎゅっ
　著者：フェリスゲイシャイトー／出版社：岩崎書店
●いつつごうさぎのきっさてん
　著者：まつおりかこ／出版社：岩崎書店

東栄町図書室
●オードリー・タン自由への手紙
　著者：オードリー・タン／出版社：講談社
●青鬼
　著者：黒田研二／出版社：ＰＨＰ研究所

４月末日現在

※住民基本台帳 ※単位：人

※（　）内は前年度同月による ※単位：人

営業当初からの累計利用者数　3,945,035

前月比
2,835人口

施
設
利
用
の
よ
う
す（
４
月
）

施　設　名
森林体験交流センター
「スターフォーレスト御園」

戸
籍
の
窓
口

４月15日～５月14日受付

令和５年４月の利用者数

133（　　　　　）
４月までの累積利用者数

133
交流促進センター「千代姫荘」 214（　　　　　） 214

とうえい健康の館 295（　　　　　） 295
グリーンハウス（宿泊者） 213（　　　　　） 213
体育施設 1,178（　　　　　） 1,178

とうえい温泉 10,011（　　　　　）

121

117

220

71

852

9,901

121

117

220

71

852

9,90110,011

（－5）

1,380男 （±0）

1,455女 （－5）

1,358世帯数

6転入

9転出

1出生

3死亡（＋1）

●お悔やみ
氏　名 年　齢 住　所

牧瀬はるゑ

小野田　勉

三輪

振草

85歳

69歳

大 治 町友好自治体

　大治町の町の花のさつきは、５月下旬から６月に
かけて見頃を迎えます。
　大治町の公共施設をはじめ、各所に植えられてお
り、赤やピンク色の花が町内を鮮やかに彩ります。

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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6 June.2023

表紙の写真

Sun Mon
28 29 30 31 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 1

Tue Wed Thu Fri Sat

　４月29、30日にＪＡ愛知東杯野球大会が新城市
で行われ、学童の部（東栄ファイアーズ）、中学の部
（東栄中野球部）ともに優勝の快挙となりました！
決勝戦は学童、中学とも１点差の接戦を制し、２つ
の優勝旗を東栄町に持ち帰りました。

ペットボトル・白トレイ・乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

ペットボトル等
回収日
巡回職業相談

ノーメディアデー

民生委員児童委員
協議会定例会

行政相談
人権相談

予防接種（日脳）

予防接種（日脳） 乳幼児健診

予防接種

予防接種

予防接種（DT）

住民健診

住民健診

住民健診

ロコモ体操

シャレおじ＆
美魔女料理教室

ロコモ体操
集団がん検診

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

学校公開週間
（小学校）

プール前検診②
（小学４～６年生）

プール前検診①
（小学１～３年生）

愛知を食べる
学校給食の日
（小中学校）

歯科検診（小学校）

学校訪問
（小中学校）

漢字検定（小学校）

全校親子奉仕作業
（中学校）

さわやかクラブ

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

個別懇談
（中学３年生）

今
月
の
特
集

ま
ち
の
話
題

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

暮
ら
し
の
情
報

そ
の
他
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　昨年、東栄町地域おこし協力隊として着任し１年が経ちま
した。私は主に東栄町体験交流館のき山学校の運営やイベン
トの実施などを行っています。
　東栄町にある地域資源や人材スキルを活かした情報発信と、
東栄町と関わる人を増やすことで町の活性化が図られると考
えています。
　移住して１年が経ち、町の文化や暮らし、自然などを知っ
たり感じたりする中で、町の魅力をたくさん発見しました。
　これから、その魅力を活かして少しでも東栄町が生き生き、
輝ける町になるよう微力ながら取り組んで参ります。

　12チャンネルで、様々なまちの情報を配信して
おります。とうえいチャンネルについて、お困りの
方は役場総務課までお問い合わせください。

町からの
情報をチェック！
とうえいチャンネル

　町では、ＳＮＳにより、まちの身近な話題やでき
ごとなど、魅力的な情報をタイムリーに発信してい
ます。

　設楽警察署の協力のもと、交通
安全街頭啓発運動を行なったよ。
　運転中のスマホ操作や車間距離
の詰め過ぎは事故の素！心にゆと
りを持った思いやりの運転を心が
けようね。

東栄町公式ＳＮＳ

LINE

Facebook

Twitter

のおでかけ日記オ 二 ス タ ー

スピードの出し過ぎには
　　　　　　　　　注意だに！

インスタグラム


